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食品チェーン研究協議会 規約 

 

（名称） 

第 1条 本会は「食品チェーン研究協議会」（以下「協議会」という）と称する。 

 

（目的） 

第 2 条 協議会は、食品の生産・加工・流通・消費の現状と課題について研究し、問題解

決策を提言し、もって消費者の豊かな食生活の維持・発展と、食品の生産・加工・流通

に関わる産業の振興に貢献することを目的とする。 

 

（活動） 

第 3条 協議会は前条の目的を達成するために、次の活動をおこなう。 

（1）食品の生産・加工・流通及び消費に関する調査研究 

（2）事業者・業界・政府等への課題解決策の提言 

（3）前各号に掲げるもののほか、この協議会の目的を達成するために必要な事業 

 

（会員） 

第 4 条 本会は、食品の生産・流通・加工・販売・研究等に関わり、本協議会の趣旨に賛

同する個人、企業、団体、研究機関（大学を含む）等をもって組織する。 

 

（役員） 

第 5条 本会に次の役員を置く。 

会長    1名 

副会長   1名 

幹事   若干名 

監事    １名 

2．役員の任期は 1年とし、再任を妨げない。役員が任期途中で交代するときは、後任者の

任期は前任者の任期を引き継ぐものとする。また所属団体において役員が異動した場合

には、後任者が役員に就任する。 

3．幹事は総会で選出する。 

4．会長および副会長、監事は、幹事の中から選出されるものとする。 

5．会長は本会を代表し会務を統括する。 

6．監事は毎事業年度 1回以上本会の会計を監査し、総会に報告する。 

 

（総会） 

第 8条 総会は年 1回開催（通常総会）し、本会の運営にとって必要な事項について審議、
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決定する。また幹事会が必要と認めたときに会長が招集し、臨時総会を開催する事がで

きる。 

2．総会の議長は総会に出席した会員の内から選出する。 

3．会員はそれぞれ 1票の議決権を持つ。 

4．総会は会員総数の過半数の出席をもって成立する。 

5．総会の議決は出席者の議決権の過半数で決し、可否同数の時は議長の決するところによ

る。 

6．出席できない会員は委任状を提出することができる。委任状も出席者とみなす。 

7．総会では次の事項を行う。 

 （1）前年度事業および決算の報告 

 （2）本年度事業計画および予算の決定 

 （3）規約の変更 

 （4）役員の選出 

 （5）その他会の運営に必要な事項 

 

（幹事会） 

第 9 条 幹事会は会長・幹事をもって構成する。幹事会は協議会の目的を達成するための

活動を計画、決定し、中心となって活動する。 

2．幹事会は会長が随時招集する。 

3．幹事会の議長は会長もしくは会長が委任した幹事があたる。 

4．幹事会は幹事総数の過半数の出席をもって成立する。 

5．幹事会の議決は総会の議決方法を準用する。 

6．本会会長が幹事会の会長を兼務する。 

7．出席できない幹事は委任状を提出することができる。委任状も出席者とみなす。 

8．本会会員は希望すればオブザーバーとして幹事会に出席する事ができる。 

 

（部会） 

第 10条 幹事会の議をへて必要に応じて、本会に部会を設けることができる。部会長は部

会設定と同時に幹事会において選出される。 

2．部会の運営方法は幹事会において決める。 

3．各部会は独自に活動し、それぞれの分野の調査、研究を推進する。 

4．各部会は必要に応じ運営細則を定めることができる。 

5．部会長は活動内容、結果について、会員に報告しなければならない。 

 

（事務局） 

第 11条 事務局は総会で承認を得て設置する。 
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2．事務局は当協議会会員で構成し、事務局長は事務局員の中から選出する。 

3．事務局員の任期は特に設けない。 

4．事務局は当協議会の活動の拠点として位置付け、当協議会の活動内容全般の遂行のため

の事務処理、調整業務を行う。 

 

（入退会） 

第 12条 協議会への入会は、会員の推薦に基づき、幹事会の承認により決定するものとし、

協議会からの退会は、会員の申し出により行う。 

 

（規約の変更） 

第 13条 この規約は会員の過半数の同意をもって改正することができる。 

 

（雑則） 

第 14条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、幹事会の協議

により定める。 

 

（附則） 

第 15条 

1. 本規約は平成 22年（2010年）4月 5日より適用する。 

2. 平成 22年（2010年）5月 26日改訂、同日から適用 


